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換気モード

VC-CMV

Volume Control-Continuous Mandatory Ventilation

吸気フローが一定の連続的な従量式換気

従量式換気

強制換気の一回換気量は、換気量一回換気量によ
り決まります。 強制換気の継続時間は、吸気時間に
より決まります。 圧の立ち上がりは、吸気フ
ロー吸気フローにより決まります。 吸気フローが
高いため、吸気時間吸気時間が完全に経過する前
に、設定した一回換気量に到達した場合は、吸気
の一時停止が発生します。 リーク補正が機能した
場合、リークが発生した状態で設定した換気量に
到達させるために、Evita V500 は吸気フローを上
昇させます。

強制換気は時間サイクルにより行われ、患者の自
発呼吸がトリガーされたからではありません。 強
制換気の回数は、呼吸回数呼吸回数により決まり
ます。

新生児患者カテゴリーでは、このモード
は AutoFlow が有効の場合のみ使用できます。
新生児 患者カテゴリーでは、VC-CMV は非侵襲換
気で選択できません。
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